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No.324

[千代田支部のスローガン]　出会いと発 見の場の千 代田支部

／東京都印刷工業組合千代田支部 発行人／吉田千秋・編集人／塚田司郎平成20年4月

2008年　千代田支部新年懇親会
───────────────────────────────────────

日時：平成�0年１月�1日（月）18：00 〜 �0：��
会場：ホテルメトロポリタン　エドモンド　２F悠久の間

こんな時代には人と人の関係、協調が大切だ。
みんなの知恵を結集して、新しい方向性を見つけ出そう。

▲ ホテル メトロポリタン エドモンド　悠久の間

▲ 受付：ビンゴカードを販売 ▲司会：橋本副支部長
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　平成20年１月21日（月）、『2008年　千代
田支部新年懇親会』が、ホテルメトロポリ
タン　エドモンド・悠久の間で123人の参加
のもと、華やかに開催された。司会は橋本
副支部長。
　冒頭で吉田千秋支部長から「ネットが社
会環境を変え、さらに変化が続く。こん
な時代には人と人の関係、協調が大切だ。
みんなの知恵を結集して、新しい方向を見
つけ出そう」との挨拶があった。千代田
支部では、次期支部長に芝㟢孝氏を推薦。
また、本部理事長に水上光啓氏を推薦し
たことが発表された。
　ご来賓からは、小森義治氏（株式会社
小森コーポレーション／代表取締役）、竹
尾稠氏（株式会社竹尾／代表取締役）の
両氏がご挨拶をされた。小森氏は「７のつ
く年はいつも大事件が起っている。昨年も
サブプライム問題が表面化し、日本経済も
混乱している。印刷機械の出荷額も７％減
となっている。千代田のみなさんが元気を

出して、日本の印刷産業を引っ張っていっ
て欲しい」と話された。竹尾氏は、再生紙
問題をとりあげ、「みなさんに迷惑をかけな
いように、メーカーとのパイプ役になって、
実態を伝えていきたい」と挨拶された。
　新入会員の紹介のあと、下谷隆之支部
顧問が登壇し、Jリーグ創設時の川淵チェ
アマンの言葉を引用し、「先例がないから
やらないというのでは、100年経っても何も
できない」と話した後、乾杯をおこなった。
　懇親会では恒例のビンゴ・ゲームが戸根
木副支部長の進行でおこなわれた。今年
の目玉は、「ipod-touch」、その他、景品も
多彩でおおいに盛り上がった。
　最後は小林忍支部顧問が恒例の三本締
めで締め、閉会となった。

▲ 乾杯：下谷隆之支部顧問

▲ 新年の挨拶：吉田支部長 ▲  来賓祝辞：小森義治氏／  
（株）小森コーポレーション

▲ 来賓祝辞：竹尾稠氏／（株）竹尾

▲ 同時ビンゴはジャンケンで決着

▲ ビンゴゲーム
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新年のごあいさつ新年のごあいさつ

新年明けましておめでとうございます。
昨年は、支部運営に格別のご支援、ご協力を賜
り厚くお礼申し上げます。
本年も変わらぬご指導、ご鞭撻頂きますようお
願い申し上げます。

　さて、昨年は人間関係の基軸である信頼を損
なうような様々な出来事が起きました。食材や
賞味期限の偽り、年金問題から政治と金の問題
の数 と々倫理観の欠如した事柄が目立ちました。
これ等は格差社会がもたらした現象と言われて
おりますが、まさに人間の生き様が問われてい
るのであると思います。
　今年に入りましてもアメリカのサブプライム
ローンの問題、石油価額の高騰、為替や株価
の問題と続き、我々国民への影響は、インフレ
と経済停滞が共存するスタグフレーション状況
で進む見通しと言われます。
　印刷業界を取り巻く環境も、ネット社会の進
展に伴いインターネットや携帯電話が、従来の
メディアである新聞・テレビ・印刷等に大きな影
響を与えつつあります。印刷も他の手段に置き
換えることの出来ないものだけを守るだけでは
伸展は望めません。新しい展望に立って他の分
野と一緒に価値を共有する工夫が求められてお
ります。組合員のみならず関連の方々など、多く
の知恵の結集が必要であります。
　千代田支部といたしましては、一昨年来皆様
方にご理解いただき、組織改革をいたしました
が、新しい組織を中心に支部員相互の繋がりを
再構築するために、地道な努力を進めてまいり
ました。十数年ぶりにグループ懇談会をおこな
うなど、人間関係を強める運動を進めておりま
す。各事業につきましても見直しをしながら時代
に合った仕組みを模索して進めております。支
部員各位のご理解とご協力を心からお願い申し
上げる次第であります。
終わりに、皆様の益々のご繁栄をご祈念申し上
げ、新年のご挨拶といたします。

東京都印刷工業組合　千代田支部
支部長　吉田千秋

▲ 中締め：小林忍支部顧問
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　平成20年３月３日（月）、支部組織を地区か
らグループへと再編成してから初めての4グ
ループ合同企画として、『支部員まつり』が、
グランドアーク半蔵門・藤の間で開催された。
　司会はAグループの大西、岩岡各副グルー
プ長。92名が参加した。
　冒頭で吉田支部長が挨拶に立ち、「昨年末
正副グループ長との協議の中で、組織再編成
を支部員の皆様に身近なものとして、理解し
て頂くための集りを持ちたいと進めて来た。
たまたまAグループの会で利用したグランド
アークが素晴らしく、何とか活用出来ないか
と接渉した結果とれたのが今日のひな祭り
だったので、女性の参加を呼びかけ、本日の
参加者92名中1/3が女性という、支部イベント

支部員まつり

日時：平成 �0 年３月３日（金）18：�0 〜
会場：グランドアーク半蔵門　藤の間

でも珍しいくらい女性が多い会となった。女
性はコミュニケーション能力が高い。初めての
人とでもすぐに友だちになれる。こうした女性
の力を活かして、コニュニケーションの輪を広
げたい」と述べた。
　乾杯は運営の中心となった各グループ長が
登壇し、乾杯の発声をおこなった。
　会場内は確かに女性が多く、華やかな雰囲
気の中、３組のお笑い芸人が登場してさらに
場を盛りあげた。
　お楽しみ抽選会あり、じゃんけん大会あり、
女性だけへのプレゼントコーナーありと多彩
な企画が目白押しだった。
　最後は、次期支部長候補の芝﨑孝グループ
長より閉会の挨拶があり終了した。

▲ じゃんけん大会 ▲ 閉会の挨拶：芝﨑グループ長▲ 女性だけへのプレゼントコーナー

▲ U字工事（福田薫、益子卓郎）▲ ミスマッチグルメ（じゅんいち、パンチ）

▲ 乾杯：４グループ長

▲ ラブドライブ（西澤パルデン、保岡ダイゴ）

▲ 開会の挨拶：吉田支部長

ひな祭りの日、コミュニケーションの輪が広がった
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▲  第２部開会の挨拶：森永副
理事長

東京都印刷工業組合　組合員の集い（本部事業）

日時：平成 �0 年２月1�日（金）16：�0 〜
会場：目黒雅叙園

　平成20年２月15日（金）、『東京都印刷工
業組合　組合員の集い』が、目黒雅叙園
で開催された。参加者は522名、千代田支
部からは39名が参加した。１月は各支部の
新年会をはじめイベントが多いため、この
時期に東京都印刷工業組合全体のイベント
が企画され今回で３回目になっている。
　第一部の司会は井上組合運営委員。浅
野理事長の挨拶の後、水上光啓副理事長
による「明るく元気に業態変革！」の講演
があった。この変革プランは第３ステージ
に入り、『顧客が基準』『コラボレーション』

『創業者精神』の３点をキーワードに、「ワ
ンストップ・サービス」を目指す活動である。
　第二部は会場を移し藤井、西山委員の
司会で進行された。
　森永副理事長の挨拶、山口政廣・日印
産連会長の祝辞をいただき、記念品贈呈、
新加入組合員の紹介があった。続いて浅
野理事長と各支部長が壇上にあがり、元
気に乾杯がおこなわれた。
　途中、アトラクションで浅草の振袖さん
の踊りが披露され、福引きなどもおこなわ
れ会場は大いに賑わった。
　中締めは、小野組合運営委員長が締め
た。

明るく元気に組合員の集い、千代田支部からは39名が参加

▲乾杯：浅野理事長と22の支部長が集結 ▲ アトラクションは踊りを披露

▲ 歓談：千代田支部の参加者たち

▲  祝辞：山口政廣・日印産連
会長
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Seminar Report

全印工連 2008 計画
業態変革推進プラン

　全日本印刷工業組合連合会をはじめとした印刷関連の中小業界では、「中小企業経営革新支援
法」（1999年制定）にもとづいて『全印工連計画2008 ／業態変革推進プラン』を進めています。
第１のステージ「業態変革ミニマム」に始まり、第２ステージ「原点回帰」、第３ステージ「新創業
はワンストップサービス」という３つのロードマップに沿って、自社が向かうべきルートとゴールを
明確にし、社内で共有しようという変革プランです。ここ数年間の活動を振り返り、達成度を確認
してみてはいかがでしょう。

Stage 1

業態変革ミニマムを達成し
自らの意志でオフェンス型に
・�きちんとした会社になろう。
・�これからは変化への対応ではない、
変革である。
・�自らの力で変えていかなければな
らない。

テ

ー

マ

Stage 2

原点回帰して
生産性を向上させ
収益性を高める
・�さらにお役に立てる印刷の
プロになろう！
・�もう一度真っ当な印刷会社
になろう！

テ

ー

マ

原点回帰を実現する根底に流れるものは、経営者の『強い思い』です。

原点回帰７Keys

Stage 3

新創業は
ワンストップサービス
・顧客が基準
・コラボレーション
・創業者精神

テ
ー
マ

ワンストップサービス５Doors
■   顧客のことを真剣に考える企業体質
■   社会の大変化（潮流）の認識と対応
■   より競争力を高める発想
■   独自性を発揮できる武器
■   新創業への戦略

経営
戦略

営業
戦略

生産
戦略

IT 基盤
整備

環境対応 
・ 

安心安全

ソフト化 
・ 

サービス化

コラボ 
レーション
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〜千代田支部からのお知らせ〜
◆平成19年度後期の事業
●�新年懇親会

日　時：平成20年１月21日（月）　18：00 〜
会　場：ホテル メトロポリタン エドモント
出席者：123名

（支部員54名、関連63名、報道６名）
●支部員まつり

日　時：平成20年３月３日（月）18：30 〜
会　場：グランドアーク半蔵門
出席者：92名

●組合員の集い（本部主催）
日　時：平成20年２月15日（金）　16：30 〜
会　場：目黒雅叙園
支部出席者：39名

●千代田区商工業連合会／新年懇談会
日　時：平成20年２月19日（火）
会　場：ホテル メトロポリタン エドモント
出席者：54名

●千代田区商工業連合会／川越視察研修会
出席者：19名

◆脱退
 栗田印刷（株）  
原口印刷（株）

○千代田支部ホームページ

　千代田支部のホームページに、常任役員会
などの議題を掲載しています。今、千代田支
部で何をやろうとしているのかが会員の皆様
に見えるようにしたいと考えています。

http://www.chiyoda-p.com/

Information

協賛会社　17社

Q1 業態変革ミニマムとは？
業態変革をおこなうために最低限クリアしておき
たい項目です。
① e-mail の活用
② ５sの実践
③ 自社を知る簡易健康チェックチャート利用
④ 支部活動の活性化

Q2 オフェンスってどんなこと？
「オフェンス＝攻撃」ですが、このプランでは自ら
の意志で何かを変えることと定義されています。

Q3 『原点回帰』とは印刷に帰ること？
昔に戻って、只々印刷機を回すことではありませ
ん。各社が現在の業態（現在の原点）をもう一
度見直し、収益性と生産性がきちんと上がって
いるのか見つめ直すということです。

Q4  『原点回帰』をするには何をチェッ
クしたらいい？

「原点回帰７Keys」は、印刷会社として「印刷経
営の足元をみつめる」ための必須要項であり、こ
こにはきわめて大切な内容が盛り込まれています。

Q5  「ワンストップサービス」ってどん
なこと？

顧客には発注をもっと簡略化したいというニーズ
があり、一括で総合的に受注してくれる窓口を求
めています。印刷から関連する商品やサービスま
での幅広いメディア総合受注の体制づくりが必
要です。

One Point Question
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